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このセッションでは、従来の生物学的研究を主とした熱帯医学が取り扱ってこなかった課題の内、

特に熱帯医学・熱帯保健の現場での実践的課題である看護（熱帯看護）、活動の担い手である

NGOという視点で議論を深めてみたい。演者は全て、熱帯地域で深い経験を持ち研究者・教育者

としても第一線で活躍されている看護師を選び、各人の視点から自由な発題をお願いした。 

司会者の一人でもある森口氏は、インドネシアにおける地域保健活動について、樋口氏はスリラン

カの伝統医学（氏の博士論文の課題）について、Jintana野内氏は、タイ国での結核・エイズ患者

への活動を基に社会・行動科学の意義について、徳永氏は、アフリカにおけるNGOでの実践活動

について報告して頂く。図らずも、狭義の看護を超えた、熱帯地域の健康問題にを扱う研究や学問

のあり方に迫るテーマが出されている。 

ここでの議論が、フロアからの参加も含め、これからの熱帯医学会の視野を広める挑戦的作業とな

ることを期待する。 
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